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令和２年３月１１日に１５周年記念式典を執

り行う予定でしたが、コロナウイルスの影響で

開催が中止となりました。ほぼ１年前から利用

者・職員で準備を進めてきただけにとても残念

です。間際まで開催する方向で検討を重ねたの

ですが、健康と安全が第一と考え、このような

決断に至りました。ご来場を楽しみにされてい

た皆様には大変申し訳なく思っております。 

開催中止にあたり、龍ヶ崎市市長をはじめ、

日頃よりお世話になっている皆様から心温まる

ご祝辞をいただきました。それらのお言葉を励

みに、これからも努力を重ねていきたいと思い

ます。 

中止となってしまった式典ですが、実は目玉

として ゆっこら のイメージ映像の上映や、利用

者の芸術作品を展示する予定でした。飾りつけ

に工夫を凝らし、お披露目するのを楽しみにし

ていたのです。 

今回のゆっこら通信では、１５周年記念特集

として式典に向けて作り上げた作品の数々を紹

介いたします。       
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よ
り
心
温
ま
る
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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古城の家で、昨年の秋ごろから製作していた 

ちぎり絵が完成しました。ティ-タイムの時間

を利用して、おしゃべりしながらできる時に 

できる人が少しづつ貼っていく、というスタイ

ルで作りました。今後 20 年、30 年と続く 

ゆっこらの発展を願い、みんなで作った大きな

作品を、古城の家の玄関に展示しています。 

 

～ゆっこら創立 15 周年記念作品～ 
 古城の家 川道奈央子 

 

～ボランティア講座での発表②～ 

（前号のつづき） 地域活動支援センターわかば M・A さん 
 

部屋に戻っても、ぼくの怒りはおさまらず、だからといって、これ以上人に迷惑はかけられないと思い、何とか

仮眠を取ることで、気分を変えようとしました。眠りにつくまでの間も、職員の言葉を曲解したまま、過去の発言

で悪く捉えたままの事も気持ちを押し殺しながら施設に通うのかと思い、より増したイラ立ちをかかえながら寝入

りました。 

 目を覚ました時、自分が施設でとってしまった行動を後悔し、わかばの職員に電話をしました。しかし、その時

も、ぼくの妄想では、自分の詩作への想いをないがしろにされているという気持ちに変化はありませんでした。 

 ですが、電話に出た職員の対応は、ぼくが行動に出してしまったことを怒るでもなく、「大丈夫だ」という内容

の言葉を中心に、ぼくの気持ちを救おう、あの時、本当に伝えようとした言葉で励まそうとしていました。ぼくは

やや混乱しながらも、自分の理解が間違っていた事に、やっと気付かされました。 

 そして、職員が話していた事、考えてくれていた事は、ぼくの活動を思いやる内容のものでした。自分の中での

誤解も、やっととけて、反省の気持ちもありましたが、肩の力は抜け、その日はリラックスして過ごせました。 

 恥ずかしい話ですが、こういった一連の確認作業が無ければ、ぼくは、自分と人を傷つけ続けてしまいます。 

 わかばの職員方には感謝だけでは足りない恩ばかりです。 

 しかし、気を抜くと、自分は人にうっとうしがられている,嫌われやすいという想いが頭の片すみから始まり、胸

中をしめられる考えを押さえつけながら、生活しています。 

 明日は、おだやかな気持ちでいたい、と、今も思っています。 

 

 

ゆっこら 15 周年記念誌を作成しました。

ご希望の方は各事業所までお問い合わせく

ださい。 
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